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一三一一一一年（法文①～⑩）（以ｔ「専修法学論集」第五九
Ｍ石［一九九三年九Ⅱ］）
一一一一二四年（法文⑪～⑳）（以上同六○号［一九九四年
三川］）
一一一一一二五年一月～一○月（法文⑳～⑫）（以上何六一口万
□
九
九
Ⅲ
年
七
Ⅱ
ご
川一一一一五年一一月～三一六年（法文⑬～⑮）（以上何六
一一一サ［一九九五年三川］）
パー一一一七年～三一九年一一一月（法文⑯～⑳）（以上「立教
法学」第四一一一号［一九九六年二Ⅱ］）
六
一
一
一
一
九
年
山
川
～
七
Ⅱ
（
法
文
⑳
～
⑯
）
（
以
上
Ｍ
川
八
号
□九九六年九月］）
七一一二九年七月～一○Ⅱ（法文⑭～⑰）（以上Ｍ川七ｍ万
法
政
史
学
第
七
十
号
〈史料紹介〉
テオドシウス法典（Ｏ・冒二の＆・の三の）（一八）□九
九
七
年
七
川
三
八三一九年一一Ⅱ～一一三○年一一月（法文⑩～⑪）（以
上同五○ｎ万［一九九八年七月二
九一二一一○年一一Ⅱ～一一一二一年一Ⅱ（法文⑭～⑪）（以上
川五一一一号［一九九九年七月］）
一○一一一二一年二川～八Ⅱ（法文⑪～⑩）（以上同几六サ
［二○○○年八月］）
一一一一一二一年八Ⅱ～三一一一一一年川Ⅱ（法文⑥～⑯）（以ｔ
Ⅲ汎八サ［一一○○一年七Ⅱ］）
一二三一一三年五月～一一三九年」ハ月（法文⑰～⑳）（以卜
「法政史学」第九七Ⅱゲ［一一○○一一年一一一Ⅱ］）
一一二一一三五年六Ｍ～一二二六年一一一Ⅱ（法文⑳～⑳）（以化
何五九号［一一○○一一一年三Ⅱ］）
テ
オ
ド
シ
ウ
ス
法
典
研
究
会
（
代
表
後
藤
篤
子
）
七
一
一
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（１）
［同（Ⅱコーンスタンティーーヌス）帝が］
だれであれ、本法以後、奴隷との共棲に身を投じた女
（２）
（３）
は、たとえ警告を通じて戒められていなくてｊ、、古法が規
定していたように自由の身分を失うべきである。
バッススとアブラービウスがコーンスルの年の一○月六
日
に
付
与
す
。
⑳
第
Ⅲ
巻
第
一
二
章
第
四
法
文
（承前）
四一一一二六年一一一川～七月（法文⑳～⑳）（以上何六二向け
［二○○Ｎ年九Ⅱ己
五一一一一一六年八Ⅱ～一一一一一七年一二月（法文⑳～⑳）（以止
Ｍ六四牙［一一○○五年几Ⅱ］）
六一一一一一七年四月～一二一一九年一一月（法文⑳～⑳）（以
上Ⅲ六六サ［一一○○六年几Ⅱ］）
七一一一一一一○年一一月～一一一一一一一年八月（法文⑳～⑳）（以上
Ｍ六人ザ［一一○○七年几Ⅱ］）
八三一一一一年一○〃～一一一一一一一二年四月（法文⑳～⑯）（以
上本誌）
テォドシウス法典（ｏＣｑ①×弓冨ＣＱＣ島目⑭）（一八）（後藤）
（１）本法文は言曰目。を欠いており、二。日日の①Ｐ＆ず」・は
発
布
者
を
補
っ
て
い
る
。
（２）弓自己畳○・本法典第Ⅲ巻節一一一章のタイトル（「クラウ
ディウス元老院決議について」）にある元老院決議（紀元
五一一年）は、奴隷主の意思に反して、しかも奴隷主からの
欝什にもかかわらず、奴隷との共棲を続けたローマ巾此の
女性は、奴隷となって財産と自由を失うことを定めていた
（。｛・蚕のｇＤＢａ》言ミニ》、ミミミニ（法文⑰註（３）所引）》
□・遷呼の昌の．（言ミミご蔦⑫』と」》］』き・法文⑯註（１）、法
文⑭註（７）も参照）。本法文の意義は、弓削達「テオド
シゥス法典における奴隷立法」「ローマ帝川の川家と社会」
（法文⑯註（１）所引）三二一一一～一一一二四頁によれば、以下
のように解される。すなわち、本法文は、この元老院決議
の適用対象をローマ巾氏女性に限らず全、川人女性に拡大
するとともに（この拡大は帝国内の全日山人にローマ市民
権を与えた「アントーニーヌス勅法」の必然的結果にすぎ
ないが、適用対象が実質的に拡人されたことに変わりはな
いとされる）、奴隷主からの弊告を除外することによって
、山人女性に対する峻厳さを珈加させるものであった。
なお、奴隷との共棲によって日山人女性はｎｍ身分を失
うとする本法文によって、川行奴隷の糞に関する本巻本章
第三法文（法文⑭）が修正されたのか否かが争われてお
り、］・口・の日弓のは、本法文が廃止したのは私人たる奴隷
七
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⑳
第
一
巻
第
五
章
第
三
法
文
（１）
何
（
Ⅱ
コ
ー
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ー
ー
ヌ
ス
）
帝
が
道
長
官
バ
ッ
ス
ス
に
〈宣示す〉・
プ
ラ
エ
セ
ス
州総督または他の何らかの裁判官によって一一一一口い渡された
判
決
が
無
効
と
さ
れ
る
こ
と
を
要
求
す
る
者
た
ち
に
関
し
て
、
次
の
よ
う
な
制
約
の
下
で
貴
官
の
審
理
が
行
わ
れ
る
べ
き
こ
と
。
す
な
わ
（２）
十つ、訴訟の本質的部分が完全に終了しており、判決が明ら
か
に
法
と
正
義
か
ら
か
け
離
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
と
主
の
奴
隷
に
関
す
る
と
さ
れ
る
本
巻
本
章
第
二
法
文
（
法
文
⑰
）
の
み
で
あ
っ
て
、
コ
ー
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ー
ヌ
ス
帝
は
警
告
な
し
に
直
ち
に
女
性
を
奴
隷
と
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
私
人
た
る
奴
隷
主
の
権
利
を
保
護
し
た
と
解
し
て
い
る
が
、
同
帝
が
一
七
年
間
に
渡
っ
て
発
布
し
た
同
じ
主
題
に
関
す
る
四
つ
の
相
異
な
る
矛
盾
す
る
勅
法
（
第
囚
巻
第
一
二
章
第
一
法
文
（
法
文
⑯
）
か
ら
第
四
法
文
（
本
法
文
）
ま
で
）
は
混
乱
を
増
加
さ
せ
た
に
過
ぎ
な
い
、
と
も
述
べ
て
い
る
。
ｑ
・
］・雪自切の弓宣旨ミミョミ官憲冒冒』ミミミ唇（法文⑭註
（７）所引）・弓・・ヨー凹孟．
（
３
）
紀
元
五
二
年
発
布
の
「
ク
ラ
ウ
デ
ィ
ウ
ス
元
老
院
決
議
」
（
本
法
文
註
（
２
）
参
照
）
を
指
す
と
解
さ
れ
る
。
法
政
史
学
第
七
十
号
き
に
く
の
み
〉
、
そ
の
判
決
は
完
全
に
退
け
ら
れ
、
係
争
は
衡
平
さ
に基づいて決着を得るべし。しかし、もし既に下された判
決
が
諸
法
に
適
っ
て
い
る
の
な
ら
、
そ
の
言
い
渡
し
に
対
し
不
遜
に
も
攻
撃
を
し
た
者
は
、
資
産
が
潤
沢
で
あ
る
場
合
、
二
年
間
の
島
へ
（３）
の
追
放
に
よ
っ
て
罰
せ
ら
れ
、
そ
の
者
の
財
産
の
半
分
は
国
庫
の
便
益
に
充
て
ら
れ
没
収
さ
る
く
し
。
他
方
、
田
野
暮
ら
し
の
者
あ
る
い
は
困
窮
し
た
暮
ら
し
の
者
で
あ
る
場
合
、
そ
の
者
は
二
年
間
鉱
山
に
（４）
放
逐
さ
れ
る
べ
き
こ
と
。
汝
は
、
我
等
の
覚
書
に
対
し
て
も
、
判
決
後
の
再
度
の
審
理
に
関
す
る
こ
の
法
を
遵
守
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
バ
ッ
ス
ス
と
ア
ブ
ラ
ー
ウ
ィ
ウ
ス
が
コ
ー
ン
ス
ル
の
年
の
一
○
月
二
○
日
に
付
与
す
。
（１）国、ｍの口の・の。〔ず。可①口巨の》且骨・中・丘の①の、屍）宛侭房『⑤苫》ロ・澤⑭登
弔閂島田・］》ｂ・］、←（旨ロ旨の因四ｍの口の］←）一因日ロ①の）」ニベミ向冒甘言）ｂ・
］忠のいずれも、この人物を一一一一八～一一一三一年に道長官、
一
二
三
一
年
に
コ
ー
ン
ス
ル
を
務
め
た
ユ
ー
ニ
ウ
ス
Ⅱ
バ
ッ
ス
ス
と
す
る。なお、この人物については、法文⑳註（ｌ）も参照。
（２）言の日目の、○三・三の日四という用語は法文⑭にも現れるが
（
同
法
文
註
（
３
）
参
照
）
、
法
文
⑭
が
財
産
の
所
有
権
に
関
わ
る
訴
訟
を
扱
う
の
に
対
し
、
本
法
文
は
第
一
審
で
言
い
渡
さ
れ
た
判
決
に
対
す
る
異
議
申
立
・
上
訴
を
扱
っ
て
お
り
、
し
た
が
っ
て
「
訴
訟
の
本質的部分」と訳出したこの三の日山口①、○三は、同じ問題
七
四
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同
（
Ⅱ
コ
ー
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ー
ヌ
ス
）
帝
が
地
方
住
民
に
〈
宣
示
す〉。プラ
エ
セ
ス
（１）
州
総
督
た
ち
は
群
集
が
集
ま
っ
て
い
る
裁
判
官
席
で
公
開
の
審
査
を
行
う
べ
き
こ
と
。
市
民
た
ち
の
操
め
事
を
聴
聞
す
る
者
（
Ⅱ
州
総
督
）
た
ち
は
、
訴
訟
を
起
こ
そ
う
と
す
る
者
が
対
価
な
し
で
は
自
ら
に
会
う
機
会
を
得
ら
れ
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
に
、
別
室
に
身
を
隠
す
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
そ
し
て
、
ｎ
ら
の
も
と
に
持
ち
込
ま
れ
た
す
べ
て
の
案
件
に
つ
い
て
聴
聞
を
行
い
、
慣
例
通
り
に
触
れ
役
が
再
々
呼
ば
わっても、〈審査を〉申し立てること
を
望
む
者
が
誰
も
お
ら
ず
、
公
事
・
私
事
す
べ
て
の
審
査
が
終
了
し
⑭
第
一
巻
第
一
六
章
第
六
法
文
に関わる法文⑲に現れる已己昌一：①、○三や、法文⑳に現
れる自巨の四つ旨の百一一⑫および口①ｍ・冒曰冒月百一の（いずれも
「
訴
訟
の
主
要
部
分
」
と
訳
出
）
と
同
じ
内
容
を
指
し
て
い
る
と
思
われる。法文⑳註（２）も参照。
（３）【①｜①、昌○・この刑罰の詳細については法文⑩註（２）参
冊小ｏ
（４）四目・ＳｐＣ□のｍ・「覚書」については法文⑳註（３）参照。
テオドシウス法典（ＯＣＱ①〆弓面のＣＱ。⑫国目の）（一八）（後藤）
て
か
ら
、
退
出
す
べ
し
。
と
こ
ろ
で
、
鐙
も
公
正
で
注
意
深
き
ユ
ー
デ
ィ
ケ
ー
ス
州
総
督
ら
を
公
衆
の
歓
呼
で
称
賛
す
る
権
能
を
、
我
等
は
万
民
に
対
し
与
え
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
我
等
が
そ
の
よ
う
な
州
総
督
に
（２）
対
し
、
栄
誉
が
い
や
増
し
た
行
列
を
認
め
る
よ
う
に
す
る
た
め
で
あ
る
。
反
対
に
、
不
正
か
つ
邪
悪
な
州
総
督
ら
は
、
苦
情
を
申
し
立
て
る
声
で
非
難
さ
る
く
し
。
ざ
す
れ
ば
、
我
等
の
鑓
責
の
力
が
彼
ら
を
破滅させるであろう。と一一一一口うのも、庇護関係により真の声
が
欲
す
る
ま
ま
に
発
き
れ
な
か
っ
た
の
か
ど
う
か
、
我
等
は
注
意
深
く
調
べ
る
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
諸
州
に
配
置
さ
れ
て
い
る
コ
メ
ス
道
長
官
お
よ
び
総
監
た
ち
は
、
我
等
が
地
方
住
民
の
声
を
、
我
等
の
知
る
と
こ
ろ
と
な
ら
し
め
る
こ
と
。
バ
ッ
ス
ス
と
ア
ブ
ラ
ー
ウ
ィ
ウ
ス
が
コ
ー
ン
ス
ル
の
年
の
一
一
川
一
Ⅱ
コ
ー
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ー
ノ
ポ
リ
ス
で
掲
示
す
。
（１）自三ｓの二。ｇどのの．これは、以下に続く「訴訟を起こそう
とする者言四已昌の」や「印し立てる（已○のＥ一日①）ことを
望
む
者
が
誰
も
お
ら
ず
、
公
事
・
私
事
す
べ
て
の
審
査
が
終
了
し
て
から（①苔一＆の○日昌宮：＆宮の目三口の目ぐ畳の目①）、退出す
べし。」という表現から窺えるように、「訴訟の申立９ｍ目‐
一己：＆・弓」に対する審査であろう。
帝
政
前
期
の
通
常
民
事
訴
訟
手
続
で
あ
っ
た
方
式
書
訴
訟
手
続
に
お
い
て
は
、
訴
訟
を
起
こ
そ
う
と
す
る
者
は
ま
ず
、
被
告
に
対
し
日
七
五
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法
政
史
学
第
七
十
号
分
が
ど
の
よ
う
な
訴
訟
を
提
起
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
を
知
ら
せ
（「訴訟の開示の昌一。』＆①己の」）、法廷に召喚する。原告・被
告
双
方
（
本
人
か
代
理
人
）
が
符
轄
政
務
官
（
主
に
法
務
官
）
の
面
前に出蚊すると「一三日①の手続（法廷手続）」が行われ、
原上川は法務官に対し、審判人の面前で行われる「呂己旨＆‐
８
日
の
手
続
（
審
判
手
続
）
」
に
入
る
べ
く
、
方
式
鍔
の
承
認
を
申
し立てる（「訴訟の申立己Ｃの日一畳。：言已の」）。訴訟の申立
を
受
け
た
法
務
官
は
、
符
職
権
、
訴
訟
能
力
、
究
事
者
適
格
等
の
訴
訟
の
前
提
要
件
が
具
備
す
る
か
杏
か
を
確
め
、
こ
れ
を
欠
く
場
合
、
あ
る
い
は
こ
れ
を
具
備
し
て
い
て
も
原
併
の
申
立
が
明
ら
か
に
不
道
徳
な
も
の
で
あ
る
場
合
等
に
は
、
原
併
に
よ
る
訴
訟
の
申
立
を
拒
否
できる（この□の、閂の四ｓ目①日）が、申立の抓否はむしろ例外
に楓し、通常は原杵の巾立を承認する（□閂の四ｓ目①日）。
ま
た
、
簡
単
な
事
情
審
査
の
上
で
原
告
に
訴
権
を
付
与
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
（
法
文
⑯
註
（
３
）
参
照
）
。
原
併
は
訴
訟
巾
立
と
同
時
に
、
被
併
に
対
し
て
も
改
め
て
、
自
分
が
い
か
な
る
方
式
書
に
よ
っ
て
訴
訟
を
為
す
か
を
明
示
し
（
＆
三
○
四
ｓ
◎
己
の
）
、
ｎ
ら
の
主
張
を
陳
述
す
る
。
こ
れ
に
対
し
被
告
は
、
原
告
の
尤
張
に
理
由
が
あ
る
こ
と
を
承
認
し
て
認
諾
す
る
か
（
８
口
庁
の
の
ざ
曰
冒
の
）
、
あ
る
い
は
原
併
の
主
張
を
否
定
し
て
争
う
。
後
者
の
場
介
、
原
告
が
印
し
立
て
た
方
式
書
に
、
被
告
の
抗
弁
、
原
告
の
反
抗
弁
、
被
告
に
よ
る
門
抗
弁
が
付
記
さ
れ
得
る
。
法
務
向
は
こ
の
よ
う
に
し
て
当
事
者
間
の
介
意
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
た
方
式
書
を
承
認
し
、
方
式
書
で
審
判
人
に
指
名
さ
れ
た
者
に
対
し
て
、
力
式
書
の
指
示
に
し
た
が
っ
て
判
決
す
べ
き
ことを命じる。この争点決定（一一房８貝のの白［一．）の手続に
よ
り
法
廷
手
続
は
終
了
し
、
審
判
手
続
が
構
成
さ
れ
て
、
そ
こ
で
証
人
尋
問
や
証
拠
書
類
の
検
討
等
が
行
わ
れ
、
審
判
人
は
必
要
が
あ
れ
ば
法
学
昔
や
諮
問
会
の
意
兄
も
仰
い
で
判
決
を
下
す
。
山
当
鞭
肴
が
こ
の
よ
う
な
審
判
手
続
で
両
者
間
の
争
い
を
解
決
す
る
こ
と
に
合
意
し
た
場
合
、
法
務
官
が
も
し
不
適
法
に
方
式
書
の
承
認
、
し
た
が
っ
て
審
判
手
続
の
構
成
を
拒
絶
す
る
な
ら
ば
、
原
告
は
他
の
政
務
官
の
伽
前
で
脚
ぴ
手
続
を
履
行
し
て
瀞
判
手
続
を
構
成
す
る
こ
と
が
で
き
た。船Ⅲ「ローマ法」、第八巻（法文⑳註（５）所引）、一
三七～一四七頁、および原川「ローマ法」（法文⑭註（２）
所引）、一一一八五～一一一九一頁、また印の【ぬの【》向菖Ｑａ８員冒こら‐
一言・こ（法文⑳註（３）所引）》の・ぐ・［臣】［一・四ｓ・房］》［□のロの‐
ぬ臼田、ご目の日（□のロ①、畳：ｓｏ己の）］を参照。
こ
の
よ
う
に
方
式
書
訴
訟
が
法
廷
手
続
と
審
判
手
続
の
二
段
階
に
分
か
れ
、
管
繕
政
務
官
の
任
務
は
法
廷
手
続
の
段
階
で
終
わ
り
、
政
務
行
自
ら
が
事
実
を
審
理
し
て
判
決
を
下
す
こ
と
は
な
か
っ
た
の
に
対
し
、
帝
政
後
期
に
迎
常
の
裁
判
手
続
と
な
る
而
職
裁
判
何
の
職
椛
審
理
手
続
に
お
い
て
は
、
手
続
が
二
段
階
に
分
か
れ
る
こ
と
は
な
く
、
官
職
裁
判
官
が
判
決
に
至
る
ま
で
の
全
過
程
を
担
当
し
た
（
船
川前掲紙Ⅱ、二七三～二七九画、および原Ⅲ前掲趣Ⅱ、川○七
～
川
○
八
頁
を
参
照
。
ま
た
、
法
文
⑤
註
（
２
）
と
法
文
⑬
註
（
２
）
も
参
照
）
。
方
式
将
訴
訟
で
Ⅲ
い
ら
れ
た
極
々
の
方
法
や
川
語
も
残
存
し
た
が
、
必
要
な
改
変
が
加
え
ら
れ
た
（
船
田
前
掲
書
、
二
八
○
～
二
八
一
頁
参
照
）
。
た
と
え
ば
、
方
式
書
訴
訟
に
お
い
て
は
七
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（２）ヶ・ｐＣｑ⑫目ＳＣＨの切冒・●の⑫の臣の．帝政後期の官僚制において
は
、
皇
帝
に
関
わ
る
儀
礼
に
準
じ
た
儀
礼
が
、
極
め
て
重
要
で
あ
っ
た
。
地
方
住
民
に
と
っ
て
は
今
て
の
帝
国
官
吏
が
「
小
型
版
皇
帝
」
で
あ
り
、
彼
ら
の
移
動
に
伴
う
「
行
列
」
を
構
成
す
る
諸
要
素
Ｉ
衣
服
や
徽
章
、
乗
物
、
随
行
団
の
規
模
、
護
衛
が
携
行
す
る
武
具
な
ど
ｌ
が
、
彼
ら
の
位
階
を
象
徴
し
て
い
た
。
彼
ら
が
都
市
に
入
る
際
や
出
立
す
る
際
に
は
、
皇
帝
の
場
合
と
同
様
、
都
市
公
職
者
や
参
事
会
貝
ら
に
よ
る
出
迎
え
・
兄
送
り
、
市
民
に
よ
る
歓
呼
な
ど
の
儀
礼
が
伴
っ
た
。
市
此
に
よ
る
帝
凶
官
吏
へ
の
歓
呼
は
記
録
さ
れ
、
そ
の
記
録
は
皇
帝
に
よ
る
勤
務
評
定
（
昇
進
や
懲
罰
）
に
資
す
る
べ
く
、
定
期
的
に
前
部
に
送
ら
れ
た
。
本
法
文
の
「
栄
誉
が
い
や
増
し
た
行
列
を認める」という表現も、共体的な行列の在り様への一一一一口及
と
い
う
よ
り
、
「
昇
進
さ
せ
る
」
と
い
う
意
味
で
あ
ろ
う
。
ａ
・
●冑一のＳごゴの【【①一一三・記ミミ四『言トミミ記Ｃミロ冨回ミ亘『①》の凹臼‐
ウ【こぬの）二四の印・ＳＦ①己・Ｐｇ三）弓・］の‐巴》三門富の一三のＣＣＲ己ｎＦ
テオドシウス法典（ｏＣｑ関弓冒・ＱＣ⑭一回目⑫）（一八）（後藤）
法廷干続を終一Ｊさせる行為であった「争点決定言の８日①の‐
白
言
」
と
い
う
用
語
は
、
帝
政
後
期
に
お
い
て
は
官
職
裁
判
官
が
両
当事者の一一一一ｍい分に対する聴聞を開始することに川いられる
ようになった（の｛・因①田の【》８．三・．切・ぐ・［巨房８口〔⑦の目一・］）。
こ
の
よ
う
な
職
権
謙
山
手
続
に
お
い
て
は
、
訴
権
付
与
や
裁
判
開
始
に
つ
い
て
も
而
職
裁
判
向
の
裁
堂
権
が
広
が
り
、
そ
れ
ゆ
え
に
本
法
文が一一一一凹及するような種々の不正が生じる余地も広がった。
な
お
、
刑
躯
訴
訟
を
起
こ
す
手
続
き
に
つ
い
て
は
、
法
文
⑳
註
な
お
、
刑
小
訴
訟
を
起
一
二
（５）および法文⑭を参照。
⑳
第
一
巻
第
一
六
章
第
七
法
文
Ｍ
（
Ⅱ
コ
ー
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ー
ヌ
ス
）
帝
が
地
方
住
民
に
〈
宣
示
す〉。〈州総督の〉下僚らの強欲な手は、今すぐに無くなるべ
し。無くなるべし、と我は一一一一口う。何となれば、もし〈その
ような下僚が〉警併されても無くならないのであれば、彼
（１）
ら
は
剣
に
よ
っ
て
裁
断
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
裁
判
官
の
椴
帳
は
売
ら
れ
て
は
な
ら
ず
、
入
廷
が
購
わ
れ
て
は
な
ら
ず
、
法
プ
ラ
エ
セ
ス
廷が蝋収賄によって悪名青向くなり、州総督が姿を現すこと
（９】）
ｎ
体
が
対
価
を
伴
う
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
裁
判
官
の
聴
聞
は
極
貧
者
に
も
富
裕
者
に
も
等
し
く
開
か
れ
て
あ
る
べ
し
。
下
僚
団
首
席
と
呼
ば
れ
る
者
の
略
奪
は
、
法
廷
に
招
じ
入
れ
ら
れ
る
べ
き
者
か
ら
遠
ざ
け
ら
れ
る
べ
し
。
そ
れ
ら
下
僚
団
首
席
ら
の
補
佐
同言ミミ惠同ご亘叱ゴミミ冨具記ミｓ二ｓミトロ討隆ミミミ賃、肩§‐
ミミ員宣言ご畳ミミミ員二一三．Ｃ四日耳烏①弓皀⑫．］＠のＰ弓・
画、口‐』、卯］・西・二・の・口①ウ①のケ巨の白》」員Ｓｓ牝Ｃ（ごロョ亘帛言已ミミ（
」亘言冒厨『『貝ご菖冒琴②トロ奇『記ミミョ同冒亘忌》○×すａ）］①召》【①ロ【・
四三Ｐ弓・どの【・一国①Ｅ白目巳の①。【の｝》の．ぐ・［祠【Ｃ、のＱｑの］．
ヒ
ヒ
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役
た
ち
は
、
訴
訟
当
事
者
ら
に
対
し
、
い
か
な
る
強
請
も
行
っ
て
は
な
ら
な
い
。
多
寡
を
問
わ
ず
何
物
か
を
せ
び
る
百
人
隊
長
や
他
の
人
（３）
び
と
の
下
僚
ら
に
よ
る
耐
え
が
た
き
攻
撃
は
粉
砕
さ
れ
、
係
争
者
ら
に
一
件
書
類
を
引
き
渡
す
者
た
ち
の
飽
く
な
き
貧
欲
さ
は
制
御
き
る
べ
し
。
上
記
の
者
た
ち
に
よ
り
訴
訟
当
事
者
か
ら
何
物
か
が
取
ら
れ
る
こ
と
の
な
き
よ
う
、
州
総
督
の
精
勤
に
よ
り
常
に
監
視
す
べ
き
こ
と
。
も
し
何
ぴ
と
か
が
民
事
訴
訟
か
ら
何
か
を
せ
び
ろ
う
と
考
え
た
プ
ラ
エ
セ
ス
と
き
は
、
強
圭
胴
ら
れ
た
者
全
て
に
対
し
州
総
督
に
よ
る
調
査
を
得
る
権
能
が
与
え
ら
れ
て
、
忌
む
べ
き
頭
と
首
を
切
断
す
る
よ
う
な
武
力
による鑓責があるべし。もし〈州総督らが〉隠蔽したなら
コ
メ
ス
ば
、
我
等
は
万
民
に
対
し
、
諸
州
の
総
監
の
も
と
で
、
あ
る
い
は
、
道
長
官
が
よ
り
近
く
に
い
る
の
で
あ
れ
ば
彼
ら
の
も
と
で
、
そ
の
事
に
つ
い
て
苦
情
を
申
し
立
て
る
こ
と
を
許
す
も
の
で
あ
る
。
而
し
て
、
こ
の
者
ら
の
報
告
に
よ
り
か
か
る
強
奪
行
為
に
関
し
て
熟
知
す
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
我
等
は
、
刑
罰
を
与
え
る
で
あ
ろ
う
。
バ
ッ
ス
ス
と
ア
ブ
ラ
ー
ウ
ィ
ウ
ス
が
コ
ー
ン
ス
ル
の
年
の
一
一
月
（４）
一
日
コ
ー
ン
ス
タ
ン
ー
プ
ィ
ー
ノ
ポ
リ
ス
で
付
与
す
。
（１）、三一一の頁四①三の員貝・「剣によって、一三一ｍ」という表現が
意
味
す
る
と
こ
ろ
に
つ
い
て
は
、
法
文
⑳
註
（
３
）
を
参
照
。
（
２
）
こ
こ
で
「
法
廷
」
と
訳
出
し
た
の
は
印
①
Ｒ
①
目
ご
日
と
い
う
語
で
法
政
史
学
第
七
十
号
あり、帝政後期の裁判・判決一一一一口い渡しが、椴帳ぐの旨日で仕
切
ら
れ
た
法
廷
で
非
公
開
で
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る。Ｑ・函①温の【》向員亘邑＆弓ロミごミミ（法文⑳註（３）所
引）・の．ご・［の⑦Ｒ①国円冒ご］．
（３）の①ご〔巨口。ご巨日餌一一○【ロヨロ宮①○球一口昌旨日己四【ご煙日四ｍ口回Ｃ巨①ご◎‐
のｏの呂巨日．この「百人隊長Ｃのご〔目目⑦⑭」は、すぐ前に出て
くる下僚川首席Ｃ甑Ｑ一日ロ８つのの別称と思われる。帝政後
期
の
州
総
督
庁
は
、
道
長
官
庁
と
何
様
に
（
法
文
⑳
註
（
２
）
参
照
）
、
司
法
部
門
と
財
務
部
門
に
二
分
さ
れ
、
司
法
部
門
の
最
上
位
にはロヨ、のロ⑫（・霞ロー）、次位に８日一目｝閂旨の、その次に
８自己の貝昌①ロの一のが位置し、それぞれ書記①胃のごＳＨ①ｍなど
の
ス
タ
ッ
フ
を
有
し
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
職
名
に
軍
隊
に
由
来
す
る
も
の
が
多
い
の
は
、
帝
政
前
期
に
属
州
総
督
の
下
僚
団
と
し
て
働
い
た
の
が
、
そ
の
属
州
も
し
く
は
近
隣
属
州
に
駐
屯
す
る
軍
Ｍ
か
ら
隊
外
勤
務
を
命
じ
ら
れ
て
派
遣
さ
れ
る
、
百
人
隊
長
を
長
と
す
る
兵
士
たちであったことの名残であった。。｛・］目のの》匡白》弓・ロ①い‐
、①９，房・三○日日の①己は８己已Ｒ一・目日からご○の８三目〕まで一
切
カ
ン
マ
を
入
れ
て
お
ら
ず
、
こ
の
パ
ン
ク
チ
ュ
エ
ー
シ
ョ
ン
に
従
う
な
ら
ば
、
こ
の
句
は
「
百
人
隊
長
Ⅱ
下
僚
団
首
席
（
の
下
僚
）
や
他
の
人
々
の
下
僚
」
の
意
と
取
れ
、
す
ぐ
前
で
下
僚
団
首
臓
と
そ
の
補佐役ら且三日①のの不正に一一一一口及したのに続き、彼らの配
下にあるスタッフの不正に一一一一口及していると解される。これ
に対し、の。ご◎可①目の》＆』・「・］は四｝一．【日目巨の・甑昌一目白の
前
後
に
カ
ン
マ
を
打
っ
て
「
百
人
隊
長
や
、
他
の
下
僚
」
の
意
と
取
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⑳
鏑
一
六
巻
第
八
章
第
四
法
文
同
Ｔ
コ
ー
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ー
ヌ
ス
）
帝
が
、
聖
職
者
と
シ
ナ
ゴ
ー
グ
長
と
シ
ナ
ゴ
ー
グ
の
父
長
、
お
よ
び
同
じ
場
所
で
奉
仕
す
る
他の者たちに〈宣示す〉。
〈
シ
ナ
ゴ
ー
グ
〉
聖
職
者
と
シ
ナ
ゴ
ー
グ
長
と
シ
ナ
ゴ
ー
グ
の
（－）
父長、および、ンナゴーグに奉仕する他の者たちは、あらゆ
ム
ネ
ラ
（
２
）
る身体への負担から、由であるよう、我等は〈叩じる。
バ
ッ
ス
ス
と
ア
ブ
ラ
ー
ウ
ィ
ウ
ス
が
コ
ー
ン
ス
ル
の
年
の
一
二
月
一
Ｈ
コ
ー
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ー
ノ
ポ
リ
ス
で
付
与
す
。
（１）豆のＨの一の（四局の亘の皀己四ｍ○四①（ロ呉【①ｍの『己』ぬ。、■［巨日・］。□①の》伶島《向〉
ｐ①怠の目・房は水巻本章収録の法文史料（法文⑬、⑳、本
法文、第一一一一法文［一二九七年］、および一碑文史料（一一一人
の閂Ｓ－の冒錯ＣｍＣ－、｜人のｍＲＣＥｍ言ＳＣの、｜｜人もしくはそ
れ以上のｂＨののご〔のＲｓが出てくる『言ｑ甘言薗廻、倉困＆
りっ目、の己のｌ己三・【のｍｌ８貝冒・どののｌの胃ｇ〔・【の⑳という
、
○
位
階
を
想
定
し
て
い
る
。
（
４
）
本
法
文
は
前
掲
法
文
⑲
と
名
宛
人
、
発
布
年
月
日
、
発
布
地
が
同
じ
で
あ
り
、
も
と
は
同
一
法
文
を
成
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
テオドシウス法典（Ｏ己の×日ロの。□。⑫国目の）（一八）（後藤）
貢言い弓一国⑫ミ』四】①）に基づき、帝国各地のシナゴーグ
聖職者の呼称を、目のの〔⑫（「聖職者」三の己）、①一・の【の（「長
老」日日・【ののら【①の耳（の己）、ヶ①固の。｛Ｓの⑰百四ｍ・巾巨①の（「シナ
ゴーグ長」閂Ｓ－の百侭。四）、菌已の【の（「シナゴーグの父長」
目〔円のの⑫百四ｍ。、閂目〕）日日ヨ閂呂の（「父長」目（昌円宮①）と
整
理
し
て
い
る
。
ま
た
、
法
文
⑬
註
（
３
）
で
紹
介
し
た
よ
う
に
、
の①〔ず○吋①目のや甸・三】｝｝貰弓ロ①］２『の。（Ｓの⑦【四①８‐宛○日目豆‐
四ｍ□・日ワのう三①①ご勺僧目］の日目こつ言の〔言ご》シ屋］国‐全の（法文
バ
ト
リ
ア
汎
力
⑬註（３）所引）》己・℃のも、ティベリァス在住の「総主教」
の権限に従属する目〔昌円宮のに言及する本巻本章第一一一一法
文に基づき、各地のユダヤ人共同体にも已已四目宮と呼ば
れ
る
人
が
い
た
と
考
え
て
い
る
。
これに対し弓・ロ・因四目①の》局・【①、［Ｃ巨己日、岳①このＣｓの一目
●・□のさ》臣］」（いつ己）》弓・雪の｛・は、本法文に川てくる宮の【囚
や四月亘の冒猪。、】については、ディアスポラのユダヤ人共同
体組織に関する比較的豊富な碑文史料でも確認できるが、
シナゴーグの「父長已曰閂の宮の」の存在を確実に証明する
碑
文
史
料
は
無
い
と
指
摘
し
、
コ
ー
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ー
ヌ
ス
帝
時
代
のテキストで一一一一口及されるご呉冨円冨①は、伝説的な「族長」
か
テ
ィ
ベ
リ
ア
ス
に
い
る
「
総
主
教
」
の
い
ず
れ
か
で
あ
る
と
主
張
する。そして、法文⑳における目日肖言ぐ①一頁①のワゴの回の
と
い
う
複
数
与
格
は
文
法
的
に
乱
れ
て
お
り
、
二
目
目
印
の
ロ
が
同
法
文への注釈ｇ日田曰ので、の①①民の修正案（複数主格目日‐
四目宮のぐ①一口①のウゴ＆に直す）も紹介した上で、「おそらく
七
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法
政
史
学
第
七
十
号
こ
れ
ら
三
語
は
削
除
き
る
べ
き
」
と
し
た
の
は
正
し
か
っ
た
と
断
一一［。これら二つの称、万は元のテキストには欠如していて後
に
件
き
加
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
本
巻
本
章
第
一
三
法
文
に
お
け
る冒亘閂の亘叩Ｃこのの〔（二○日日印目のテキストでは胃）官のの‐
す冒呂のの一一一船もＭじ手で将き加えられたものと碓測する
（ロ・念。なお、三○日日の①Ｐ且］①．、．］いも、この目曰閂の三⑫口巨の
は削除されるか、の①の具と同様に日日宮⑫□臣①に修庇さるべ
きとする）。
し
か
し
、
法
文
⑳
の
複
数
与
格
は
「
ユ
ダ
ヤ
教
徒
の
シ
ナ
ゴ
ー
グ
バ
ト
リ
ア
ル
カ
に
父
長
や
長
老
と
し
て
自
ら
を
捧
げ
」
る
と
訳
出
し
た
よ
う
に
、
＆
月
と
い
う
動
詞
と
共
に
Ⅲ
い
ら
れ
る
Ｈ
的
の
与
格
と
解
釈
す
る
こ
とも不可能ではないであろう。田・宣曰一一胃６℃・口〔・が日日閂‐
の言①という語が川てくる一碑文（○）ｇ冒冒⑫ミミごミミ旨‐
冒冒ミミ》＄◎Ⅱ』菖蔚曾崎日菖日蔦］①震室①）を川発点と
し
て
帝
政
後
期
の
各
地
の
ユ
ダ
ヤ
人
共
同
体
に
お
け
る
多
様
性
を
説
くのに対し、函四日ののらロロ〔・七・コＰご・造は何碑文に関する
三一一百の議論は他の点では見瓠だが、二一一一閂が法文⑳と本
巻
本
章
第
一
一
一
一
法
文
の
二
法
文
を
、
各
地
の
ユ
ダ
ヤ
人
共
Ⅲ
体
に
お
ける忌曰閂、宮①の存在を示す史料として認めているのは不
幸
な
こ
と
と
批
判
す
る
。
だ
が
、
三
○
日
日
の
目
が
校
訂
し
た
テ
キ
ス
トのみならず四弓自国白のも兄よとの屡日の⑰の指摘にはいさ
さ
か
も
異
論
は
な
い
が
、
異
読
が
伝
わ
っ
て
い
な
い
テ
キ
ス
ト
に
つ
いてｇ日日目のにおける二○日日の目、身の解釈に依拠して、
問
題
の
単
語
を
後
代
の
加
譲
と
断
じ
る
因
自
己
①
印
の
立
論
は
、
局
。
⑳
第
三
巻
第
一
六
章
第
一
法
文
（１）
コ
ー
ン
ス
タ
ン
ー
ナ
ィ
ー
ヌ
ス
帝
が
道
長
官
ア
ブ
ラ
ー
ウ
ィ
ウ
ス
に
〈宣示す〉。
妻
が
そ
の
歪
ん
だ
欲
望
の
ま
ま
に
〈
離
婚
〉
瑚
由
を
あ
ら
探
し
し
て
、
た
と
え
ば
酒
好
き
で
あ
る
と
か
賭
好
き
で
あ
る
と
か
、
あ
る
い
三
一
一
一
貝
の
議
論
を
完
全
に
斥
け
得
る
ほ
ど
に
強
固
な
も
の
と
は
思
え
ない。
（２）号・ヨヨ８日・己】曰自の『①．「身体への典担８日・日一一の日巨‐
目の」、すなわち「個人の負担白目の国已の【の。ｇ一一四」の一部
を成す「身体労働を伴う下級の負担白目の国⑫○二ｓＢＢＣ‐
二一■」については、法文⑳註（２）を参照。前註（１）で
兄たように法文⑳の亘昌円冨①とつ【の⑫ワ胃①１について、
●・ｓｏ可のｓの』目①の》二一一一閂のように解釈するにせよ因四目①の
の
よ
う
に
解
釈
す
る
に
せ
よ
、
本
法
文
は
ユ
ダ
ヤ
人
共
同
体
の
高
位
聖
職
肴
も
し
く
は
役
職
者
に
「
個
人
の
負
担
」
お
よ
び
「
市
民
の
負
担
」
（
法
文
⑳
註
（
２
）
参
照
）
か
ら
の
免
除
特
権
を
付
与
し
た
法
文
⑳
を
敷
術
し
て
、
「
下
級
の
負
担
」
に
つ
い
て
は
「
シ
ナ
ゴ
ー
グ
に
奉
仕
す
る
他
の
者
た
ち
」
、
す
な
わ
ち
シ
ナ
ゴ
ー
グ
の
下
位
聖
職
者
に
ま
で
免
除
対
象
を
広
げ
た
も
の
と
解
さ
れ
る
。
ａ
・
の
。
＆
・
‐
可のロ巨如》■□戸一・
八
○
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は
女
好
き
で
あ
る
と
し
て
、
夫
に
対
し
て
離
縁
を
通
告
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
し
、
逆
に
夫
ら
が
何
で
あ
れ
そ
う
し
た
機
会
を
と
ら
え
て
そ
の
妻
を
離
縁
す
る
こ
と
も
許
さ
れ
な
い
の
で
あ
る
が
、
に
も
か
か
わ
ら
ず
妻
が
離
縁
を
通
告
す
る
場
合
に
は
、
以
下
の
犯
罪
に
限
っ
て調査がなされるべきであり、その夫が殺人者または毒薬
（リ】｝
調
く
い
人
あ
る
い
は
墓
荒
ら
し
で
あ
る
こ
と
を
妻
が
立
証
す
る
な
ら
ば、最終的に名誉を回復した妻がｎ分の嫁資すべてを取り
戻
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
べ
し
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
妻
が
こ
れ
ら
一二つの犯罪以外〈の理由〉で夫に離縁を通告するならば、
妻
は
小
さ
な
髪
留
め
の
一
本
に
至
る
ま
で
夫
の
家
に
潰
い
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
ま
た
、
こ
れ
ほ
ど
ま
で
の
厚
顔
無
恥
の
代
償
と
し
て
島
流
し
に
さ
れ
る
べ
き
だ
か
ら
で
あ
る
。
男
た
ち
の
側
に
つ
い
て
もまた、夫らが離縁を通告する場合、姦婦または毒薬調〈口
（２）
人あるいは売春仲介人である妻と離縁する一」とを欲してい
る
の
か
ど
う
か
、
こ
れ
ら
三
つ
の
犯
罪
に
つ
い
て
調
査
さ
れ
る
の
が
至
当
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
夫
が
、
こ
れ
ら
の
犯
罪
に
関
わ
り
の
な
い
妻
を
追
い
出
し
た
場
合
に
は
、
夫
は
す
べ
て
の
嫁
資
を
〈
妻
に〉返還すべきであり、別の女性と結婚すべきではないか
ら
で
あ
る
。
夫
が
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
為
し
た
な
ら
ば
、
前
妻
に
は
以下の権能が認められる。すなわち、彼女に加えられた不
正
に
対
す
る
代
償
と
し
て
、
大
の
家
に
立
ち
入
っ
て
、
後
妻
の
嫁
資
｜ナォドシウス法典（０．口の〆弓冨ＣＱ。⑰国目の）（’八）〈後藤）
⑳
第
七
巻
第
一
三
章
第
四
法
文
す
べ
て
を
自
ら
の
も
と
に
移
転
さ
せ
る
権
能
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る。バ
ッ
ス
ス
と
ア
ブ
ラ
ー
ウ
ィ
ウ
ス
が
コ
ー
ン
ス
ル
の
年
の
…
に
付
与す。
＝
年
（
１
）
害
三
富
・
こ
の
人
物
に
つ
い
て
は
、
法
文
⑳
註
（
１
）
を
参
照
。
（
２
）
忌
む
べ
き
犯
罪
と
し
て
の
殺
人
、
毒
薬
調
合
、
姦
通
に
つ
い
て
は、法文⑲、法文⑳、法文⑪を参照。
本
法
文
は
、
忌
む
べ
き
犯
罪
を
理
由
と
し
て
離
縁
通
告
す
る
こ
と
を
、
夫
と
妻
の
双
方
に
認
め
て
い
る
が
、
法
文
⑭
は
、
夫
が
菱
を
姦
通
で
告
発
す
る
場
合
を
除
い
て
、
「
告
発
登
録
の
義
務
は
あ
ら
ゆ
る
種
類
の
告
発
を
縛
る
」
と
定
め
て
い
る
。
つ
ま
り
、
姦
通
を
剛
山
と
し
て
夫
が
妻
に
離
縁
を
通
告
す
る
以
外
の
離
婚
の
場
合
に
は
、
離
縁
を
通
告
す
る
昔
は
そ
の
配
偶
者
の
有
罪
を
立
証
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
、
姦
通
以
外
の
理
由
で
雛
蛾
す
る
こ
と
は
難
し
か
っ
た
だろう、と］・向く目の⑦言房》旨ミロミョミ實菖旨冒」ミミミー
ミ（法文⑩註（７）所引）七・旨①は雑川している。
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同
（
Ⅱ
コ
ー
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ー
ヌ
ス
）
帝
が
道
長
官
レ
オ
ン
テ
ィ
（１）
ウスに〈一日一示す〉。
（２）
我等はかつて以下のごとく定めた。すなわち、退役丘〈の
息子たちが一六歳になっても軍務に就くことが出来ない、
例
え
ば
武
具
の
扱
い
に
適
し
て
い
な
い
と
判
明
し
た
よ
う
な
と
き
（３）
（４）
には、都市参事〈蚕へ委ねられるべし。
バ
カ
テ
ィ
ア
ー
ヌ
ス
と
ヒ
ラ
リ
ア
ー
ヌ
ス
が
コ
ー
ン
ス
ル
の
年
の
（５）
四
月
一
一
Ⅱ
に
付
与
す
。
（１）Ｐ①目言の．一一一四○～一二円四年のオリエンス道長官甸一・
ＤＣ目言のＦ①目言⑫と同定されている。詳しくは、酉』問・一・
弓．、Ｓ〔。（国・ロ・己【言Ｐ①○三Ｅの四○）を参照。、弓のａごｇに
基
づ
く
発
布
年
と
の
食
い
違
い
に
つ
い
て
は
、
後
註
（
５
）
を
参
函廿、Ｏ
叩Ⅱ小
（
２
）
退
役
兵
の
息
子
た
ち
と
都
市
参
事
会
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
既
に
法文⑭、⑳、⑲、⑳でも述べられている。この他、本法典
で
は
、
法
文
⑭
も
退
役
兵
の
息
子
た
ち
に
つ
い
て
扱
っ
た
も
の
と
し
て
収
録
さ
れ
て
い
る
。
（３）入隊にあたっての適格審査については法文⑳註（４）を
参
照
せ
よ
。
ま
た
、
退
役
兵
の
息
子
た
ち
が
入
隊
す
る
、
あ
る
い
は
都
市
参
事
会
へ
入
る
べ
き
年
齢
は
法
文
に
よ
っ
て
異
な
り
、
必
ず
し
法
政
史
学
第
七
十
号
⑳
第
三
巻
第
五
章
第
四
法
文
［同］Ｔコーンスタンティーヌス）帝が道長両パヵティ
（１）
アーヌスに〈一旦示す〉。
（２）
少女とｎ分との幡姻につき約束した者が一一年の間に婚姻
を
し
な
い
ま
ま
で
、
そ
の
期
間
が
経
過
し
て
し
ま
い
、
そ
の
後
に
当
該
女
性
が
別
の
者
と
の
結
婚
に
至
っ
た
と
き
は
、
彼
女
に
は
い
か
な
る罪も帰されるべきではない。彼女は、〈別の人との〉婚
姻
を
急
ぐ
こ
と
で
、
そ
の
幡
約
が
そ
れ
以
上
長
く
卿
り
の
対
象
と
な
も
一
致
し
て
い
な
い
。
詳
し
く
は
、
同
じ
法
文
⑳
註
（
４
）
の
他
、
法文⑳註（３）を参照。
（４）、三一の日自口己の日日・法文⑭、⑳でも使われているこの表
現は、法文⑳で一一一一口及されているように、都市参鞭会員とな
る
、
あ
る
い
は
都
市
参
事
会
員
の
負
担
に
服
す
る
、
と
い
う
意
味
で
ある。ｑ・由の巨日目こめのｎ戸の｜》、．ご・［三目９℃閂の］。
（５）の弓のａ目・のコーンスル年に従えば、本法文は一一一一一一二年
の
も
の
と
な
る
ｐ
し
か
し
、
本
法
文
の
内
容
は
第
二
一
巻
第
一
章
第
一二五法文とほぼ同じものであり、そのの号⑫＆已○に従って
旨・日日の①口は本法文も一一一四三年のものとみなしている。
四局田・こＣＤ・ロ〔．やの①の景記侭昌§七・ｃｍも何様である。
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⑳
第
三
巻
第
五
章
第
五
法
文
（２）
少
女
の
父
、
後
見
人
、
保
仇
人
、
そ
の
他
誰
で
あ
れ
そ
の
親
戚
に
は
、
は
じ
め
に
少
女
を
兵
士
と
婚
約
き
せ
た
と
き
は
、
同
人
を
別
の
者
と
結
蛎
さ
せ
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
。
も
し
〈
別
の
者
と
結
婚
さ
せ
た
こ
と
が
〉
二
年
以
内
な
ら
ば
、
（
そ
の
者
は
）
不
誠
実
の
被
告
と
し
て
島
に
追
放
さ
れ
る
べ
し
。
結
嬬
を
約
束
し
て
二
年
が
経
過
し
、
少
女
を
婚
約
さ
せ
た
者
が
同
人
を
他
の
者
と
結
婚
さ
せ
た
と
き
（１）
ティアーヌスに〈一日一一不す〉□
る
こ
と
を
甘
受
し
な
か
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
。
バ
カ
テ
ィ
ア
ー
ヌ
ス
と
ヒ
ラ
リ
ア
ー
ヌ
ス
が
コ
ー
ン
ス
ル
の
年
の
四
Ⅱ
一
二
日
マ
ー
ル
キ
ア
ー
ノ
ポ
リ
ス
で
付
与
す
。
（１）勺四§言扁・法文⑪註（１）参照。
（２）ロ巨の一一ｍ・ロロの【同様、奴隷、少年・少女、落者（官の昌留の‐
国
の
）
な
ど
複
数
の
意
味
を
有
す
る
非
テ
ク
ニ
カ
ル
・
タ
ー
ム
。
ａ
・
田の【ぬの【》雪（どこｇ三（ロミミロミ（法文⑳註（３）所引）》⑫．ご・
［勺巨の【］》［勺巨の【」（一四］．
（
同
［
Ⅱ
コ
ー
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ー
ヌ
ス
］
帝
が
）
道
長
官
バ
カ
⑳
第
一
一
巻
第
一
九
章
第
三
法
文
テオドシウス法典（ｎｏ烏×弓冒ＣＱ。⑫国目⑫）（一八）（後藤）
Ｍ
Ｔ
コ
ー
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ー
ヌ
ス
）
帝
が
ビ
ュ
ー
ザ
ー
ヶ
ー
ナ
州会議に〈宣示す〉。（１）
奴
隷
が
必
然
机
統
人
と
し
て
指
定
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
の
は
、
（リー】）
〈相続によって〉財産のみならず破廉恥をも手にすると考（３）
』
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
柑
続
人
た
る
者
が
破
廉
恥
の
（４）
恥辱にまみれているときには、不倫〈遺一一一一口〉の訴訟が〈遺
は
、
（
そ
の
こ
と
は
）
当
該
少
女
で
は
な
く
、
む
し
ろ
婚
約
者
の
罪
に
帰
さ
れ
、
二
年
後
に
別
の
男
性
と
そ
の
少
女
を
結
幡
さ
せ
た
者
に
は
何
ら
害
は
及
ば
な
い
。
バ
カ
テ
ィ
ア
ー
ヌ
ス
と
ヒ
ラ
リ
ア
ー
ヌ
ス
が
コ
ー
ン
ス
ル
の
年
の
四
月
一
二
日
マ
ー
ル
キ
ア
ー
ノ
ポ
リ
ス
で
付
与
す
。
（１）勺胃昌目巨の．法文⑪註（１）参照。
（
２
）
煙
二
号
・
厳
密
に
は
配
偶
者
の
一
方
と
、
他
方
配
偶
者
の
近
親
と
の
間の関係、すなわち姻戚関係を表現する。因の［ぬｇ向冨Ｑｇ‐
旨己らロミごミミ（法文⑳註（３）所引）》の．ご・［宣言①の］．
［シニロ旨⑫］．
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法
政
史
学
第
七
十
号
言者の〉兄弟姉妹に認められ、〈机続人に〉指定された者
（５）
（６）
が汚辱や何らかの軽微な汚点のゆえに獲得し追えないすべて
のものが兄弟姉妹に引渡されることは明らかである。した
がって、もし解放奴隷が相続人に指定されて兄弟姉妹が
〈机続から〉遠ざけられたときは、この点についても、兄
弟姉妹は、不倫〈遺一一一一口〉の訴えを提起して、死者が不当に
も解放奴隷のものとなることを望んだ彼の全財産を優先的
に取得すべきである。
バカティアーヌスとヒラリァーヌスがコーンスルの年の
（７）
七月一一七Ⅱコローニア・アグリッピーナで付与す。
（１）。①８ｍの皀巨二の『の⑫．必然机統人すの『の目の８ｍｍ目巨⑳とは、被
机続人の死亡とともに自らの意恐とは無関係に、さらには
その意忠に反してでも、巾民法に雌づいて法律化究然に州
続人とされる者のことであり、相続を承認するか否かがそ
の任意とされる任意州続人冨円ののぐ○一自国１戸］⑫と対比され
る。必然相続人とされるのは、古典期においては、目権相
続人、解放と同時に相続人に指定された被相続人の奴隷、
などの家内相続人であるが、ｎ権相続人に対しては、債務
超過となった遺産の相続を回避させるために法務官によっ
て［相続］抑否権冨呂⑰［旨８ｓが認められていた。古典
期以後、家権力の衰退とともに、家内相続人が必然的に相
続人になるという観念は洲失し、西部の卑俗法において
は、家内机続人も机続承認によって初めて相続人になると
されたが、相続人に指定された被相続人の奴隷だけは必然
相続人のままであった。ａ・原田「ローマ法」（法文⑭註
（２）所引）、一一一四七頁、、①温の【》ロョミ、一目＆弓ロミミロミ（法
文⑳註（３）所引）》の。ご・［因①【の閨の、の印の日言］》臣の【の⑫のＥの
①〔口①、のｍの四ユ臣の］》［シ宮〔旨の【の（の①）言［の＆白［の］》【画印の【》□自己‐
昌冴ミコミミミ目（法文⑳注（３）所引）も．「屋【四ｍｇ
□自己冒冴書写言冒ｓ三（法文⑮註（２）所引）七・ｍＥ・
（２）曰台目四・破廉恥一目旨皀四とは、元来は不名誉な者に対する
社会的悪評を意味するが、すでに共和政期には、例えば、
刑事裁判における敗訴者、賎業者、良俗違反者などに対し
て、破廉恥に基づくさまざまな法的不利益が監察官や法務
官などによって課されることがあった（例えば、他人のた
めに訴訟のⅢ立をすること、他人の訴訟代理人となるこ
と、他人を川らの訴訟代叫人とすること、後見人となるこ
と、元老院議以になること、などが禁止された）。ユース
ティーニアーヌス帝は、破廉恥に関する規定を統一し、俳
優・剣闘ｔなどの不名誉な職業に就いている渚、刑鞭裁判
や不法行為訴訟における敗訴者、信義を基礎とする法律関
係に雄づく訴訟における敗訴肴、破産肴、判決不腹行行、
不名誉な理由に基づく除隊者、などを破廉恥者として、前
述のような法的不利益を課すべきものとした。ａ・原川
「ローマ法」（法文⑭註（２）所引）、五九～六○頁、因円‐
八
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、のＨ》雪Ｑａｇ＆号ロミごミミ（法文⑳註（３）所列）》の．ぐ・
［百面白邑］。
⑦①ｇｏヰの目の》＆す」・は、ここでの破廉恥を、（破産によ
る
）
財
産
売
却
ぐ
の
己
葺
○
つ
目
○
日
曰
に
よ
る
も
の
と
解
す
る
が
、
【山の①【』自己言冴言専言『鳶三目（法文⑮註（２）所引）も．
、七・二・］○は、破廉恥が遣一一一一ｍ者の債務超過に基因している
わけではなく、遺一一一一Ｍ肴の川父異杜の兄弟姉妹（本法文の
目のＢＨ①〔＆・参照）に対して、遺一一一一口者のかつての奴隷で
あ
っ
た
相
続
人
か
ら
相
続
財
産
を
取
り
ｌ
げ
る
権
利
を
認
め
る
た
め
に
、
破
廉
恥
［
概
念
］
の
残
倖
が
そ
の
手
が
か
り
と
し
て
川
い
ら
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
と
す
る
。
（
３
）
本
箇
所
に
お
け
る
日
画
目
色
と
本
法
文
註
（
２
）
に
お
け
る
曰
註
‐
己四との異同が問題となる。のＣ＆Ｃ可の目の）＆ず」・は、本箇
所
で
は
奴
隷
が
相
続
人
に
指
定
さ
れ
て
解
放
さ
れ
た
後
に
忘
恩
行
為
を
働
い
た
場
合
が
想
定
さ
れ
て
い
る
と
い
う
説
と
、
特
に
忘
恩
行
為
を
働
い
た
わ
け
で
は
な
い
に
し
て
も
か
つ
て
の
奴
隷
が
現
在
は
遺
言
者
の
相
続
人
と
な
っ
て
財
産
を
取
得
し
て
い
る
こ
と
向
体
が
遺
言
者
の
兄
弟
姉
妹
に
対
し
て
破
廉
恥
の
状
態
に
あ
る
と
す
る
税
を
紹
介
し
、
彼
自
身
は
後
者
の
説
に
賛
成
し
て
い
る
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
本
法
文
註
（
２
）
に
お
け
る
破
廉
恥
と
は
別
の
内
容
を
想
定
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
蚕
の
囚
は
、
本
法
文
註
（
２
）
で
紹
介
し
た
よ
う
に
、
両
者
の
異
同
を
問
題
に
す
る
こ
と
な
く
、
本
法
文
で
は
破
廉
恥
［
概
念
］
の
残
津
が
利
川
さ
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
と
解
す
る
。
な
お、の。〔ロ・言自の》煙二」・も、【四の円ら自己ミ房ミコミ鳶曼
テォドシウス法典（ＯＣｑの×日ロのａ・の国目の）（一八）（後藤）
口（法文⑮註（２）所引）も．］二二・ｇも、本法文の内容は
不
明
瞭
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
（４）四ｓ・日◎弓一○の一．これについては、法文⑳註（３）参照。
（５）白日言ＱＰ汚辱日日言二○とは、職業、不道徳な行為、不
適切な行為のゆえに「卑しい肴自己のロ①扇。Ｂ」とされた
者
が
、
法
律
上
の
日
厳
旦
四
と
は
さ
れ
な
い
も
の
の
事
実
化
の
日
註
‐
旦
四
と
さ
れ
て
法
的
不
利
益
を
受
け
る
場
合
を
指
し
、
註
釈
学
派
は
、
法
の
破
廉
恥
白
厳
三
四
言
厨
と
対
比
し
て
事
実
の
破
廉
恥
一
畠
‐
目四註昌と呼んだとされる。ｑ・原川「ローマ法」（法文⑭
註（２）所引）、六○～六一頁、園①田の【》同旨Ｇａｇ＆胃亘、‐
言ミミ（法文⑳註（３）所引）》⑫。『・［日巨ｅごｓ］。なお、法
文⑳註（４）も参照。
（６）のＣｓ○吋の目印》＆ず」・は、遺言者の私生児が相続人に指定
さ
れ
た
場
合
を
想
定
し
て
い
る
。
（７）の弓のａ目・に従えば、本勅法は一一一一一一二年にコローニァ・
ア
グ
リ
ッ
ピ
ー
ナ
（
現
ケ
ル
ン
）
で
付
与
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
が
、
コ
ー
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ー
ヌ
ス
帝
は
そ
の
年
に
は
マ
ー
ル
キ
ア
ー
ノ
ポ
リ
ス
か
コ
ー
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ー
ノ
ポ
リ
ス
に
滞
在
し
て
い
た
と
さ
れ
る
の
で
、
付
与
地
と
付
与
年
の
関
係
が
問
題
に
な
る
。
の
○
三
９
可のｓの》且可」・は、付与年を⑫ｇｍａ目Ｃ巡り一一一一一一二年とした
う
え
で
、
付
与
地
を
コ
ロ
ー
ニ
ア
・
ア
グ
リ
ッ
ピ
ー
ナ
で
は
な
く
、
コ
ロ
ー
ニ
ア
・
ア
ド
リ
ミ
テ
ィ
ー
ナ
（
ビ
ュ
ー
ザ
ー
ケ
ー
ナ
州
の
首
都
ハ
ド
ル
メ
ト
ゥ
ム
を
指
す
）
と
解
す
べ
き
で
あ
る
と
す
る
（
た
だ
し
、
の
。
ご
◎
可
①
Ｓ
ｍ
の
理
解
に
お
い
て
も
、
皇
帝
滞
在
地
と
勅
法
付
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Ⅲ
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法
文
忘
恩
の
解
放
奴
隷
に
対
し
て
、
法
は
以
下
の
よ
う
に
立
ち
は
だ
か
る。すなわち、何らかのうぬぼれや頑迷さから不遜になっ⑳第Ⅲ巻第八章第八法文
（１）
〈一旦示す〉。
コ
ー
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ー
ヌ
ス
帝
が
ビ
ュ
ー
ザ
ー
ケ
ー
ナ
州
会
議
に
法
政
史
学
第
七
十
号
与地との馴鶴が問題となろう）。他方、の①の景記侭田§も。
］
詔
は
、
テ
オ
ド
シ
ウ
ス
法
典
に
お
い
て
は
皇
帝
名
や
コ
ー
ン
ス
ル
名
よ
り
も
日
付
や
地
名
の
ほ
う
が
信
頼
が
置
け
る
と
述
べ
て
、
の
ｇ
‐
、Ｒ一目・におけるコーンスル名が「改ざん」されている可
能
性
が
き
わ
め
て
高
い
と
し
、
コ
ー
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ー
ヌ
ス
帝
は
三
一
三
年
夏
に
フ
ラ
ン
ク
族
と
下
ゲ
ル
マ
ー
ニ
ア
で
戦
っ
た
際
に
そ
の
首
都
コ
ロ
ー
ニ
ァ
・
ア
グ
リ
ッ
ピ
ー
ナ
を
訪
れ
た
に
違
い
な
く
、
何
帝が七月にその地に滞在しえたのは三一一一一年のみであると
し
て
、
本
来
は
一
一
二
三
年
の
七
月
に
付
与
さ
れ
た
も
の
と
解
す
る
。
【四の⑦Ｒ》ＣＢａミ雪盲。、言鳶ｓ二円（法文⑮註（２）所引）も．
］②①白・巴》Ｐ］四Ｐ。．『》□・巴「・ロ・医も、一一一一三年説を採る。
二．日日の①Ｐ＆ず」・は、三一一一二年にはコーンスタンティーヌ
ス
帝
は
ゲ
ル
マ
ー
ニ
ァ
に
は
滞
在
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
付
与
地
か
日
付
が
誤
っ
て
い
る
は
ず
で
あ
る
、
と
述
べ
る
に
と
ど
ま
る
。
た
り
、
軽
微
な
侮
辱
の
科
を
犯
し
た
と
き
は
、
彼
ら
は
、
解
放
主
に
よ
っ
て
両
ぴ
そ
の
支
配
と
権
力
の
も
と
へ
と
投
ぜ
ら
れ
る
べ
き
で
（２）
ある。パヵ
テ
ィ
ァ
ー
ヌ
ス
と
ヒ
ラ
リ
ア
ー
ヌ
ス
が
コ
ー
ン
ス
ル
の
年
の
（３）
七
月
一
一
七
日
コ
ロ
ー
ニ
ァ
・
ア
グ
リ
ッ
ピ
ー
ナ
で
付
与
す
。
（１）本法文と法文⑩は、言＆已○との弓のａ已○の何一性か
ら
本
来
は
同
じ
勅
法
を
構
成
し
て
い
た
と
さ
れ
る
が
、
⑦
Ｃ
ｓ
＆
①
目
の
は
、
本
法
文
で
は
忘
恩
の
解
放
奴
隷
が
扱
わ
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
法文⑩では解放奴隷一般が扱われているとする。ａ・のＣＳＣ‐
可①□巨の》四□四・』①。Ｐ
（２）のＣｓ・可①ｓの『＆ず」・によれば、ローマ市民となった解放
奴
隷
が
忘
恩
行
為
を
働
い
た
と
き
は
ユ
ー
ニ
ウ
ス
・
ラ
テ
ン
人
の
地
位
に
降
格
さ
れ
て
い
た
が
、
コ
ー
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ー
ヌ
ス
帝
は
、
本
勅
法
に
よ
っ
て
、
忘
恩
の
解
放
奴
隷
は
す
べ
て
奴
隷
の
地
位
に
戻
さ
れることを定めたとされる。なお、蚕の①『・ＤＢご言冒言
。、言意ミニ閂（法文⑮註（２）所引）も．』＄・ロ。ｍも参照。
（３）のｇのａｇｏにおける付与地と付与年については、法文⑪
註
（
７
）
参
照
。
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第
五
巻
第
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七
章
第
一
法
文
（１）
［．：ｊｂしも、自由身分の主張］と抗弁が開始され［たの
ち
に
］
、
別
の
者
が
、
法
廷
に
呼
び
出
さ
れ
る
こ
と
を
請
求
し
て
き
た
と
き
に
は
、
回
由
身
分
の
主
張
と
抗
弁
は
す
べ
て
の
〈
訴
訟
当
事〉者のあいだで開始されるべきではあるが、〈法廷に呼
び
出
さ
れ
る
こ
と
を
請
求
し
た
杵
〉
ｎ
身
は
、
請
求
し
て
い
る
人
数
分の奴隷を〈｜Ⅱ一〉国庫に差し出すことが義務づけられ
る。他方、もしも、向山身分の、壬張者が敗れたときには、
前
述
の
科
料
を
引
き
受
け
る
か
、
も
し
く
は
、
困
窮
ゆ
え
に
そ
れ
を
遂
行
で
き
な
い
な
ら
ば
鉱
山
に
送
ら
れ
る
べ
し
。
自
由
身
分
訴
訟
が
（２）
お
こ
な
わ
れ
る
と
き
に
は
、
未
成
年
者
の
保
護
者
に
関
し
て
ｊ
ｂ
同
じ
規
則
が
遵
守
さ
れ
る
べ
き
こ
と
。
後
略
。
バ
カ
テ
ィ
ア
ー
ヌ
ス
と
ヒ
ラ
リ
ア
ー
ヌ
ス
が
コ
ー
ン
ス
ル
の
年
の
一
○
Ⅱ
二
六
日
コ
ー
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ー
ノ
ポ
リ
ス
で
付
与
す
。
（１）＆の①己Ｐ法文⑪証（１）を参照。
（２）□①庁口の①『白Ｓ・日日・法文⑮および法文⑱註（５）を参照。
■
テオドシウス法典（Ｃａ関日ロのｏ９Ｃ印一目この）（一八）（後藤）
コーンスタンティーヌス帝が地方住民に〈宣示す〉。
何
ぴ
と
の
も
と
で
あ
れ
、
他
者
の
権
利
に
属
す
る
コ
ロ
ー
ヌ
ス
が
発
見
さ
れ
た
と
き
に
は
、
そ
の
者
は
同
人
Ｔ
コ
ロ
ー
ヌ
ス
）
を
そ
（１）
の
原
籍
地
に
返
す
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
間
の
同
人
に
対
す
る
カ
ビ
〈リニ
タ
ー
テ
ィ
オ
税
を
も
引
き
受
け
る
べ
し
。
川
ま
た
、
逃
亡
を
も
く
ろ
む
コ
ロ
ー
ヌ
ス
た
ち
ｎ
身
は
、
鉄
伽
で
奴
隷
の
状
態
へ
と
縛
り
つ
け
ら
れ
る
の
が
適
切
で
あ
る
。
そ
れ
は
彼
ら
に
、
ｎ
川
人
に
机
応
し
き
責
務
を
、
奴
隷
状
態
の
宣
併
と
い
う
当
然
の
報
い
に
よ
り
果
た
さ
せ
る
た
め
で
あ
る
。
バ
カ
テ
ィ
ア
ー
ヌ
ス
と
ヒ
ラ
リ
ア
ー
ヌ
ス
が
コ
ー
ン
ス
ル
の
年
の
一
○
月
三
○
日
に
付
与
す
。
（１）Ｃ員Ｐ法文⑱註（２）では。長。について、目曰凹という
語
と
の
対
比
に
お
い
て
、
「
テ
オ
ド
シ
ウ
ス
法
典
に
伝
え
ら
れ
る
勅
法においてＣ１ｍＣは特定の性比階胴（柴川）の州ｎを示す
ようになり、都巾所楓が川越となる場へⅡは専ら日日四がⅢ
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
」
と
述
べ
た
。
だ
が
、
本
法
文
に
お
け
る
Ｃ呂○は明らかに、課税唯礎介定時にコローヌスが所属し
て
い
た
課
税
単
位
（
都
市
や
村
落
、
所
領
な
ど
）
、
す
な
わ
ち
原
籍
地
を
指
し
て
い
る
。
帝
政
後
期
に
お
け
る
課
税
基
礎
査
定
に
つ
い
て
は法文⑳註（皿）を参照。また、農業労働力が財政的見地
か
ら
原
籍
地
に
緊
縛
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
つ
い
て
は
、
法
文
⑯
註
八
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ダルマティウスとゼノフィールスがコーンスルの年の四
月一八日コーンスタンティーノポリスで付与す。
き
で
あ
る
。
（－）
（同［Ⅱコーンス々／ンティーヌス］帝がフェーリークス
に）〈宣示す〉。
（２）
（３）
、水借地が、後見人や保佐人の怠慢ない－」背信によって、
没収という屈辱のもとで未成年者の財産から取り上げられ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
以
下
の
よ
う
に
決
す
る
。
す
な
わ
ち
、
後
見
人
ないし保佐人は、彼らの職務の間に未成年者の、水借地が没
（４）
収という恥辱によって〈、水借権という〉特権を失ったとき
に
は
、
懲
罰
の
威
嚇
の
も
と
に
、
そ
の
物
が
伽
し
え
た
こ
と
が
明
ら
かになるであろう額を自己の財産から未成年者に返還すべ
⑯
第
三
巻
第
三
○
章
第
五
法
文
年
（４）も参照。
（２）８口ロ［Ｓ・法文⑥註（１）参照。
法
政
史
学
第
七
十
号
（附記）今回の担当者は、大清水裕、後藤篤子、芹澤悟、
旧中創、林信夫、樋脇博敏である。
（１）房一員・この人物については、法文⑳註（１）参照。
（２）己・叩の①の切言のの一三の①ご貧の己・一・永併権の日已胃二ｍについ
ては、法文⑪註（３）参照。
（３）の。＆○吋①Ｓｍ》＆四・］①・四は、後見人や保佐人が借料の支払
いを怠ったことが怠慢ないし背信にあたると解している。
（４）永惜権は、耕作義務や借料支払い義務と引き換えに、他
人の土地を完全に利用しうる物権のことであり、その机統
や譲渡も可能であって、所有権に類似した性格を有してい
た。それゆえ、「特権ロ日の円○ｍｇ言」という表現がなされた
ものと思われるＣａ・因の循①【》同苫Ｑａ８＆弓ロミごミミ（法文
⑳註（３）所引）》の・ぐ・［向日已再の三ｍ］》函①臣白目巳の⑦、三》の．
ぐ・［向日已冒２ｍ］の］．
八
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